
      異常な小雪だった冬が米作りにどんな影響を及ぼすのか、心配しながらも着々と準備は進んでいます。病害虫に強い稲作りは、先ず丈夫な苗作りからです。苗はプラスチックの箱に播かれ、電熱によって一斉に芽出しをしたその後田んぼに並べます。はじめのうちはビニールのトンネルハウスで保護されますが、徐々に慣らされ時々の散水のみになります。 こうして大切に手塩にかけて苗が育てられます。 写真の苗はあと２０日程で田植えされる苗ですが、なんと踏みつけています。しかしこうすることによって背丈が抑えられた丈夫な苗に育ち、その後の農薬の軽減につながります。 子育ても甘やかし過ぎてはいけないと言われますが、稲の苗育ても同じようです。
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お米を食べた感想をお寄せください。 
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